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非アカデミア駆動の類型①

在野の人々による自発的活動
「B2 非アカデミア駆動型研究の潮流と可能性」セッション

Japan Open Science Summit (JOSS 2019), 2019/5/27



第２期立花隆ゼミ

• 第１期「調べて書く」──成果は「二十歳のころ」として出版

• 第２期「調べて書く、発信する」──成果はWebで自ら発信

2005-2007



第２期立花隆ゼミについて

これは、私が大学院の総合文化研究科「科学技術インタープリター養成」
プログラムの特任教授になったのを機に、教養学部学生ともいっしょに何
かしてみたいと思ってはじめたものです。

私が大学院のプログラムと学部のゼミと両方の教官を兼ねている関係上、
「科学技術インタープリター養成プログラム予備修習生講座」と銘打たれ
ていますが（略）制度上何の関係もありません。（略）志の上では関係が
深くあります。

日本のサイエンスの研究現場と一般社会を結ぶ核になって、ほんとうの意
味での日本の科学技術創造立国の核になりたいという願いです。

具体的には、みんなで大きな科学技術総合メディア・サイト（「SCI(サ
イ)」）を作ろうとしています。

http://sci.digitalmuseum.jp/site/tsemi.php

http://sci.digitalmuseum.jp/site/tsemi.php


第２期立花隆ゼミについて

（略）科学ジャーナリズムの世界でコマーシャルベースで採算を合わせよ
うとすると、内容的にも問題が起きます。どうしても大衆の関心を引きつ
ける話題ばかり扱うようになり、（略）サイエンスの現場にいる人たちが、
これが大切と本当に思っていることがなかなか報道されない、論じられな
いということになります。

そうならないためには、サイエンス・コミュニティの人々が、自らメディ
アを持ち、自ら発信者になっていくべきだと思います。

そんなことが可能かといえば、可能です。

インターネット時代の今日、発信しようと思えば、誰でも発信者になれま
す。誰でも自分たちのメディアを作ることができます。

http://sci.digitalmuseum.jp/site/tsemi.php

http://sci.digitalmuseum.jp/site/tsemi.php


学生任せのWeb運営とコンテンツ拡充



• 研究室訪問・冊子制作

• イベントの企画運営

• NHK番組関連記事制作



http://sci.digitalmuseum.jp/

http://sci.digitalmuseum.jp/


学生のモチベーションは千差万別

• 技術を磨きたい

• 研究現場を見に行ってみたい

• 会いに行ってみたい人がいる

• なんとなく面白そう

• 基本的には知的好奇心が根っこにあったはずで、ゼミにいれば
いろいろな話が聞ける、という環境づくりがキモだった

加藤の役割: 幹事、Web開発とデザイン、いくつかの企画担当



MIT原子力理工学部 原発解説の翻訳

• 2011/3/11 東北地方太平洋沖地震

• (原子力発電所についての憶測やデマが出回る)

• 2011/3/14 Dr. Josef Oehmen (MIT)の事故解説翻訳が出回る

• 2011/3/13 MIT原子力理工学部学生有志による解説サイト開設

• 2011/3/17 解説を翻訳する動きがWeb上で広がる

• 以降3/27まで翻訳活動が続いた

2011











参加者のモチベーションは不明

• 元翻訳記事配信者は訂正記事の作成がきっかけでそのまま参加

• 立花隆ゼミ時代の友人はかつてと同様の活動理念に同調？

• 自分は知識欲を満たすためにコミュニティを形成した

• 義憤にかられての参加もあったと思われる

• 日本国内の原子力関係の研究者から一切発信がなかったことは
大きかった（利害関係のない有志にしかできなかった？）

加藤の役割: 訳者、校正者、翻訳完了記事の掲載と広報



非アカデミア駆動の類型②

企業における放課後R&D
「B2 非アカデミア駆動型研究の潮流と可能性」セッション

Japan Open Science Summit (JOSS 2019), 2019/5/27



アニメ制作会社アーチの研究開発

• 2018/7/9 技術顧問に就任

• 以降「放課後R&D」を標榜して、社員の協力を得ながら兼業
チームによる研究開発を推進

2018-



ARCH Inc. 19



Arch Researchのミッション

ARCH Inc. 20

1.Human-Computer Interaction
アニメ産業に携わる人々と情報技術の幸せな相互作用を実現する

2. International
国際的なインパクトのある研究開発を行う

3.Third place
アニメ業界とIT業界の人々が気楽に出入りできる第三の場を作る



なぜCGでなくHCIなのか

ARCH Inc. 21

CG研究の例: Pixar, Disney, OLM Digital, …

アカデミアの研究課題と

日本のアニメ制作現場の課題のミスマッチ

いくら国際水準の成果でも「現場」がなければ意味がない



Third place（放課後R&D）の会社にとってのメリット

ARCH Inc. 22

情報技術の最近の動向が勝手に入ってくる

そもそもR&Dが珍しい業界なので広報になる

従来の事業領域に留まらない案件が飛び込んでくることもある



Third place（放課後R&D）の研究者にとってのメリット

ARCH Inc. 23

本業とは別の研究課題を解ける

解いた成果が現場の生産性に直結する

難しいことは考えなくてよい（会社の支援体制がある）

会社にとっても研究者にとってもメリットのある関係



非アカデミア駆動型研究
の２類型

1. 在野の人々による自発的活動（オープンサイエンスの出口）

2. 企業における放課後R&D（オープンサイエンスの入り口）

話題提供者: 加藤 淳

産業技術総合研究所 主任研究員・アーチ株式会社 技術顧問


